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空調・水周りの
メンテナンスならお任せ！
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補助金概要と見るべきポイントを解説！
省エネ設備導入の導入に使える補助金
事業者様に必ず知っておいてもらいたい補助金が「先進的省エネルギー投資促進支援事業費補助金」
脱炭素への取り組みが徐々に広がっています。大企業から順に取り組みはじめ、そのサプライチェーンとなる企業へも取り組みを求められており、もはや「大企業のみが取り組めばよい
もの」ではなくなってきています。脱炭素実現のための手法の一つである「省エネ」を、補助金を活用してお得に進めていきましょう。
補助金についてはこれまでも何度も発信してきましたが、あらためて今回ご紹介するのが一番注目の補助金、「先進的省エネルギー投資促進支援事業」です。こちらは、一昨年まで
「エネ合」の名称で知られていた「エネルギー使用合理化事業者支援事業」の後継となる補助金事業で、工場・事業場内で使用されている設備を、省エネ性能の高い設備へと更新
する際の費用を補助する事業です。

まもなく
情報解禁！

多くの事業者様にとって申請しやすいのが（C）指定設備導入事業です
今年の補助金の詳細はまだ発表されていませんが、例年大きな変更はあまりないため去年の公募情報を参考にします。この省エネ補
助金は（A）～（D）の４つの事業区分に分かれています（（A）先進事業、（B）オーダーメイド型事業、（C）指定設備導入事業、（D）エネマ
ネ事業）。このうち、（A）（B）（D）は条件に合うものが少ないため、多くの事業者にあてはまるのが（C）指定設備導入事業です。これは、
予め指定されたユーティリティ設備・生産設備（型番まで指定）の更新に対して定額補助が出ます。以下が対象設備となります。

ユーティリティ設備
①高効率空調
②産業ヒートポンプ
③業務用給湯器
④高性能ボイラ
⑤高効率コージェネレーション

⑥低炭素工業炉
⑦変圧器
⑧冷凍冷蔵設備
⑨産業用モータ
⑩調光制御設備

生産設備
⑪工作機械
⑫プラスチック加工機械
⑬プレス機械
⑭印刷機械
⑮ダイカストマシン

裏面にて採択のポイント
やスケジュールを解説！



■■■ 相談シート ■■■
設備更新や補助金情報に関して、気になることがございましたら以下チェックの上、
電話問合せ、又は、FAX返送にてご連絡ください。当社スタッフが対応させていただきます。

□ 補助金情報・設備更新について話が聞きたい
□ そのほか（ ）
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去年の採択結果の平均と比べて“上回っているか”がポイント！
設備別では高効率空調、高性能ボイラが多く採択されています。
補助金で気になるのが「実際どれくらい採択されるの？」という点だと思います。そこで、去年の採択結果を参考にし、どの設備なら採択されやすいかなどを事前に確認しましょう。
下の表を見てみると、空調設備が申請・採択ともに一番多くなっています。次に高性能ボイラ、冷凍冷蔵設備、、、と続いています。採択率が高く、かつ申請数が多い設備が狙い目で
す。また、全体的に生産設備よりもユーティリティ設備が採択率が高い結果となっています。

Point１!
・平均省エネ率、省エネ量、経費当たり
省エネ量を上回っているかが重要。

Point２!
・高効率空調、高性能ボイラ、変圧器、
冷凍冷蔵設備、産業用モータが狙い目。

ユーティリティ設備 生産設備

2022年は、令和3年度の補正予算と令和4年度の本予算の“2回” チャンスがあります！
昨年末、令和3年度の補正予算案が出ました。これによると、「省エネルギー投資促進支援事業費補助金」という、令和3年度本予算の「先進的省エネルギー投資促進支援事業費補
助金」における（C）指定設備導入事業を取り出したような補助金が今年行われます。
そのため、（C）指定設備導入事業の活用を検討している方にとっては、令和3年補正予算と令和4年本予算の2回チャンスがあると言えます。例年の傾向から、期間は1か月ほどで
だいたい令和3年度補正予算が2～3月、令和4年度本予算が5～６月に公募が行われると予想されます。
申請方法などで不安があるという方は、補正予算にて申請を行ってみることをおすすめします。万が一採択されなかった場合も、去年の採択結果などから他の条件に問題がなく申請
資料の書き方などに問題があると考えられる場合は、一度経験しているために本予算での申請では、スムーズにかつクオリティの高い申請が行えます。また、私たちは、補助金申請サ
ポートも行っております（昨年も1件採択した実績があります！）。補助金の活用を検討している方は、お気軽にご相談ください。

昨年私たちが補助金申
請をサポートした企業
様が採択された実績が
あります！
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